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蒲生地区 

地域おこし協力隊配置要望書 

 

蒲生地区では、以下の理由に基づき、令和 3 年度において「地域おこし協力隊」（以下、隊員）の

配置を要望します。また、隊員の受入体制に十分な整備をしていることを併せて申し添えます。 

地

域

の

目

標 

「価値をカタチに、たからをチカラに！」 

 

【攻め】トロノキファームなど地域内の起業家と連携して、地域のもつ価値（たから）をカ

タチにすることで、地域経済を活性化し地域の所得を向上させると同時に、地域外からの移

住者を呼び込むことで、地域を持続的に発展させる。 

【守り】既存業務を DX など新たな観点で見直し、事務作業/各種イベントの後方支援業務

などの効率化をはかる。 

隊

員

に

し

て

欲

し

い

仕

事 

【全隊員共通の活動】 

 ◆地区との関係づくり 

 ・道普請のほか、各種集落行事に参加すること 

 ・地区の活動を支援するなかで、地区への理解を深めること 

 ・地区で何か困りごとがあれば、親身になって相談に乗り、可能であれば支援すること 

【蒲生地区の活動支援】 

 

 

 目標（地区の将来像） 今、協力隊がやるべきこと 活動比率 

1 集落行政の効率化と省力化 業務の棚卸しに基き、事務作業の効率化 
33％ 

2 眠れる価値の可視化 新たな視点で地域のたからを発掘する 
33% 

3 
移住希望者に選ばれる地区

となる 
情報発信し、関心を共有する層を呼込む 

33% 

【その他の活動】 

・棚田（蒲生、儀明）、古民家、住民の知恵や経験、自然など、この地域が持っているたか

らに気づき、こうした価値存続のために必要なアクションをとる。 

・3年間の活動期間を通じて、自らの強みや得意分野に磨きをかけながら、任期後も安定し

た収入を得られるような仕事を計画的に作り上げてゆく。 

・先行して地域で活動している㈱トロノキファームと連携し、起業に必要な様々な経験と知

識を獲得する。 

・自らが任期後にしっかり自立することで、後に続く協力隊のロールモデルとなる。 

理

想

の

隊

員

像 

□向いている人柄、必要なスキル 

 

・農業、社会起業、環境問題、里山アセットマネジメントに関心がある人 

・協調性があり、地域に溶け込める人 

・既存の様々な集落の業務を新しいアプローチで革新する意欲のある人 

・集落のDXに必要となる基本的な IT 知識を持っている人 

・どんなことでも「おもしろい」と思える好奇心の強い人 
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隊員年間活動計画 

 

期間 具体的な活動概要 

第
１
期 

４

月 

※以下は全て通年の活動であるため、 

何月と限定するものではない 

 

・区長補佐 事務、会計、広報回覧などの配賦 

・公民館管理 掃除を含め、草刈り、羽目板取付/取外しなど 

・各種宴会準備 買い出しなど 

・年間行事計画 神社祀り、草刈り 

掃除、雪下ろし、道普請など 

・農家組合 各種回覧配賦、回収など 

 

 

 

 

  

５

月 

６

月 

第
２
期 

７

月 

・蒲生女性協力隊 事務、有事の際連携 

・鶴亀サロン 事務、行政との連携 

・農協女性部 事務、農協との連携 

・高齢者宅の福祉活動 話相手など 

・安心づくりの会 除雪、事務会計、 

 

 

 

８

月 

９

月 

第
３
期 

10

月 

・夢テラス管理 屋根雪下ろしなど 

・棚田を守る会 事務、会費 

・交通安全協会 事務、代議員、会費、街頭指導 

・老人会 事務、懇親会準備 

 

 

11

月 

12

月 

第
４
期 

１

月 

・行政と情報のパイプ役 

・早稲田じょんのびとの連携役 

・区委員メンバーとして 

・起業準備 

 

 

 

２

月 

３

月 

 

新たな視点で地域の 

たからを発掘する 

価値存続のために 

必要なアクションをとる 

情報発信による 

関心を共有する層の呼込み 

3 年間を通して自らの強み

や得意分野に磨きをかける 


